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講演題目

昆虫を活用した新たな水産養殖用飼料の開発 

研究の目的、成果及び今後の展望

水産養殖の現場で用いられている飼料の主たる原材料は魚粉であるが、近年の水産資源の減少によ

る魚粉高騰の影響もあり、新たな飼料となる原材料が求められている。昆虫は成長スピードが速く、

食品残渣を用いて育てることが可能である。また、タンパク質含有量が高く飼料変換効率もよいため、

新たな飼料資源としての活用が期待されている。 
スッポン（学名：Pelodiscus sinensis）には、滋養強壮や疲労回復作用を持つ成分が含まれていると

いわれ、古くから漢方薬の材料として利用されてきた。また、高級食材としてのニーズがあり、養殖

が盛んな浜名湖周辺では地域活性化への貢献が期待される特産品の一つである。養殖場では、餌とし

て鱈などの魚粉に穀類やミネラルを加えた配合飼料を用いているが、生育に適した餌についての情報

が乏しいのが現状である。そこで、本研究では、昆虫粉末を活用した新たなスッポン用飼料を開発す

ることを目的とした。 
孵化後 2 週間の稚スッポン 8 匹をコントロール餌（魚粉含有）給餌群と昆虫（ミズアブ）粉末含有

餌給餌群の 2 群に分け、成長具合を観察した。なお、ミズアブ粉末含有餌では、たんぱく質含量をコ

ントロール餌と同一にするため、魚粉の 43%をミズアブ粉末に置き換えた。一日の給餌量はスッポン

の平均体重の 3%とし、室温 28℃の恒温室で 52 日間飼育を行い、１週間に一度体重を測定した。

スッポンの摂食行動には、コントロール餌、ミズアブ粉末含有餌のどちらの給餌においても差はみ

られなかった。試験開始後 52 日目の体重は、コントロール餌給餌群 28.4±5.9 g、ミズアブ粉末含有

餌給餌群 25.0±4.2 g、体重の増加率はコントロール餌給餌群では 339.7％、ミズアブ粉末含有餌給餌

群では 283.5％であり、コントロール餌給餌群の方が成長速度が速い傾向がみられたが、有意な差で

はなかった。試験開始時からの給餌量を元に、飼料変換効率（試験終了時の重量 - 試験開始時の重量)
/ (飼料摂取量)）を計算すると Control 餌給餌群では 0.87、ミズアブ粉末含有餌給餌群では 0.73 とな

った。以上の結果より、ミズアブ粉末は魚粉の代替材料としてスッポンの餌への活用が可能であるこ

とがわかった。今後は、ミズアブ粉末含有餌の有用性について、生体の成長や健康状態に与える影響

をより長期にわたって観察・分析していく必要がある。 


